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青木重樹  福島第一原子力発電所の稠密地震計アレイで捉えた平成 23 年（2011 年）東北地方太平

洋沖地震の破壊伝播, 日本地球惑星科学連合 2012 年度連合大会, 2012 年 5 月, 千葉県千

葉市 
  実時間地震動予測のためのサイト補正の検討－コーダ規格化法により推定されたサイト

増幅率を用いた試み－, 日本地震学会 2012 年度秋季大会, 2012 年 10 月, 北海道函館市 
  コーダ規格化法により推定した気象庁震度観測点のサイト増幅率の特徴 , 日本地震工学

会・大会－2012, 2012 年 11 月, 東京都渋谷区 
  コーダ規格化法により推定した気象庁震度観測点のサイト増幅率の特徴 , 2012 年度東京

大学地震研究所研究集会「地震動の即時予測と防災に向けた情報の活用」, 2013年1月, 東
京都文京区 

青木輝夫  雪氷微生物で覆われた北西グリーンランドの氷河表面の波長別アルベド, 日本地球惑星

科学連合 2012 年度連合大会, 2012 年 5 月, 千葉県千葉市 
  札幌における積雪中短波放射加熱と不純物による放射強制力, 日本気象学会 2012 年度春

期大会, 2012 年 5 月, 茨城県つくば市 
  Numerical simulation of spectral albedos of glacier surfaces covered with glacial 

microbes in northwestern Greenland, 国際放射シンポジウム（IRS）2012, 2012 年 8 月, 
ドイツ, ベルリン市 

  Possibility to discriminate snow types using brightness temperatures in the thermal 
infrared wavelength region, 国際放射シンポジウム（IRS）2012, 2012年8月, ドイツ, ベ
ルリン市 

  SIGMA プロジェクトによる 2012 年グリーンランド氷床観測報告, 雪氷研究大会

（2012・福山）, 2012 年 9 月, 広島県福山市 
  西グリーンランド氷床積雪中の化学プロファイル-2011 年 SIGMA グリーンランド観測

結果報告-, 雪氷研究大会（2012・福山）, 2012 年 9 月, 広島県福山市 
  グリーンランド北西部におけるクリオコナイトの形成過程による微生物種の変動, 雪氷

研究大会（2012・福山）, 2012 年 9 月, 広島県福山市 
  雪氷面の熱赤外域射出率のモデル化と雪質分類への応用可能性, 雪氷研究大会（2012・福

山）, 2012 年 9 月, 広島県福山市 
  雪氷中の光吸収性エアロゾルと関連プロジェクト紹介, 雪氷研究大会（2012・福山）雪氷

化学分科会講演会, 2012 年 9 月, 広島県福山市 
  氷床, 雪氷研究大会（2012・福山）企画セッション「急変している地球雪氷圏の観測・監

視」, 2012 年 9 月, 広島県福山市 
  比表面積と固有透過度による積雪モデルの開発に向けて -序・フィールド観測の実現のた

めの取り組み-, 雪氷研究大会（2012・福山）, 2012 年 9 月, 広島県福山市 
  波長別積雪偏光度の測定, 雪氷研究大会（2012・福山）, 2012 年 9 月, 広島県福山市 
  グリーンランド氷床表面温度変化に与える雪氷微生物の影響, 雪氷研究大会（2012・福

山）, 2012 年 9 月, 広島県福山市 
  「北極域における積雪汚染及び雪氷微生物が急激な温暖化に及ぼす影響評価に関する研

究」（SIGMA プロジェクト）の紹介, 日本気象学会 2012 年度秋季大会, 2012 年 10 月, 北
海道札幌市 

  衛星搭載熱赤外域バンドを用いた雪氷面上可降水量の抽出手法の検討, 日本気象学会

2012 年度秋季大会, 2012 年 10 月, 北海道札幌市 
  グリーンランド・カナック域氷床上における積雪不純物観測, 大気・雪氷間の物質循環と

南極への物質輸送に関する研究小集会, 2012 年 10 月, 東京都立川市 
  An overview of the cryosphere products and validation plans for GCOM-C1/SGLI 

observations, 第8回アジア－パシフィックリモートセンシング会議, 2012年11月, 京都

府京都市 
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  グリーンランド 2012 年 SIGMA 観測報告-主に降雨と積雪不純物について-, グリーンラ

ンド氷床の質量変化と全球気候変動への影響, 2012 年 11 月, 北海道札幌市 
  光吸収性エアロゾルが積雪アルベドに与える効果のモデリングと観測, 第 18 回大気化学

討論会, 2012 年 11 月, 福岡県朝倉市 
  Possible contribution to GCW from Japan for areas of Antarctica, Svalbard and 

Greenland, GCW CryoNet Implementation Meeting, 2012 年 11 月, オーストリア, ウ
ィーン 

  Arctic weather in 2012 summer and influences on Arctic Environment, 第 3 回極域科

学シンポジウム, 2012 年 11 月, 東京都立川市 
  Variations of snow impurities and albedo at site SIGMA-A on Greenland ice sheet, 第

3 回極域科学シンポジウム, 2012 年 11 月, 東京都立川市 
  Meteorological and snow properties measured at SIGMA-A site on northwestern 

Greenland during drastic melting event in July, 2012, AGU 2012 Fall Meeting, 2012
年 12 月, 米国, サンフランシスコ 

  Effect of microorganism on Greenland ice sheet surface temperature change, AGU 
2012 Fall Meeting, 2012 年 12 月, 米国, サンフランシスコ 

  Measurements on degree of linear polarization of snow for the GCOM/SGLI sensor, 
AGU 2012 Fall Meeting, 2012 年 12 月, 米国, サンフランシスコ 

  Validation results of satellite derived snow parameters in Greenland, 第 3 回国際北極

研究シンポジウム, 2013 年 1 月, 東京都江東区 
  Intensive observations of meteorological and snow-physical parameters at site 

SIGMA-A in northwestern Greenland in summer 2012, 第 3 回国際北極研究シンポジ

ウム, 2013 年 1 月, 東京都江東区 
  Melting record in northwestern Greenland Ice Sheet, 第 3 回国際北極研究シンポジウ

ム, 2013 年 1 月, 東京都江東区 
  Measurement of specific surface area of snow cover in Greenland, 第 3回国際北極研究

シンポジウム, 2013 年 1 月, 東京都江東区 
  Monitoring of the dark region on Greenland by AQUA/MODIS during the melting 

season 2002 - 2012, 第 3 回国際北極研究シンポジウム, 2013 年 1 月, 東京都江東区 
  Microbial composition changes in cryoconite formation process in northwestern 

Greenland, 第 3 回国際北極研究シンポジウム, 2013 年 1 月, 東京都江東区 
  Effect of Microorganism on Greenland Ice Sheet surface temperature change, 第 3 回

国際北極研究シンポジウム, 2013 年 1 月, 東京都江東区 
青梨和正  雲解像モデルアンサンブル予報誤差解析に基づくサンプリング誤差抑制法, 日本気象学

会 2012 年度春季大会, 2012 年 5 月, 茨城県つくば市 
  新しい陸上のマイクロ波放射計降水リトリーバルアルゴリズムの開発（その４）, 日本気

象学会 2012 年度春季大会, 2012 年 5 月, 茨城県つくば市 
  雲解像モデルアンサンブル予報誤差解析に基づくサンプリング誤差抑制法（その２）, 日

本気象学会 2012 年度秋季大会, 2012 年 10 月, 北海道札幌市 
青栁曉典  都市シナリオを考慮した近未来気候シミュレーション－夏季気温の変化に着目して－, 

日本ヒートアイランド学会第 7 回全国大会, 2012 年 7 月, 京都府京都市 
  Relationship between urban warming and wind acceleration / deceleration estimated 

from a simulation on local climate change during recent 30 years in the Tokyo 
metropolitan area, 8th International Conference on Urban Climates, 2012 年 8 月, ア
イルランド, ダブリン 

  都市温暖化と地上風速変化の相関－関東甲信地方の土地利用変化に伴う気候変化シミュ

レーション－, 日本気象学会 2012 年度秋季大会, 2012 年 10 月, 北海道札幌市 
青山道夫  Budgets and distribution of 137Cs and 134Cs in the North Pacific Ocean : impacts of 

global fallout, Chernobyl and Fukushima NPP accidents, SOLAS(海洋・大気間の物質

相互作用研究計画)科学集会, 2012 年 5 月, 米国, サンカデイア 
  Temporal variation of radiocaesium activity along the coast line near Fukushima 

Dai-ichi NPP accident, 先進陸水海洋学会, 2012 年 7 月, 滋賀県大津市 
  Numerical simulation for distribution of137Cs from the Fukushima Daiichi Nuclear 
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Power Plant by a regional ocean model, 先進陸水海洋学会, 2012 年 7 月, 滋賀県大津市

  福島県沿岸海域生態系におけるセシウム 137 の移行, 第 23 回 海洋工学シンポジウム, 
2012 年 8 月, 東京都千代田区 

  2012 年 1-2 月の北西部太平洋における福島第一原子力発電所由来放射性セシウムの分

布, 2012 年度日本地球化学会年会, 2012 年 9 月, 福岡県福岡市 
  福島沖における放射性物質の拡散シミュレーション, 日本海洋学会 2012 年度秋季大会, 

2012 年 9 月, 静岡県静岡市 
  福島第一原子力発電所から放出された放射性セシウム同位体の北太平洋における総量と

分布, 日本原子力学会 2012 年秋の大会, 2012 年 9 月, 広島県東広島市 
  Activity summary of SGONS, 2012 RMNS I/C study and future, INSS Workshop 

12-15 Nov 2012, held at NIOZ, the Netherlands in Collaboration with PML., 2012 年

11 月, オランダ, テクセル 
  Fukushima derived radionuclides in the ocean, Fukushima Ocean Impacts 

Symposium -Exploring the impacts of the Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plants 
on the Ocean, 2012年 11 月, 東京都文京区 

  One year tracking of 134Cs and 137Cs in the North Pacific Ocean : Impact of 
radiocaesium released from TEPCO Fukushima Dai-ichi NPP accident, NIOZ コロ

キウム, 2012 年 11 月, オランダ, テクセル 
  One year tracking of 134 Cs and 137Cs in the North Pacific Ocean released from 

Fukushima Dai-ichi NPP accident, Special Symposium on the Transport and 
Diffusion of Contaminants from the Fukushima Dai-Ichi Nuclear Power Plant: 
Present Status and Future Directions, 2013 年 1 月, 米国, オースティン 

  Soil particle size measurements for the calculation of the spread of dusts blown up by 
the explosion of the Hiroshima atomic bomb - For the radiation dose estimation from 
neutron activated soil dusts used in traditional Japanese houses and those of ground 
surface -, The 18th Hiroshima International Symposium, 2013年2月, 広島県廿日市市

  東電福島第一原子力発電所から海洋に放出された 核分裂生成物および中性子放射化生成

物の総量と時空間変動, 第１４回「環境放射能」研究会, 2013 年 2 月, 茨城県つくば市 
  福島沖および北太平洋における海水中の I-129 濃度分布, 第 14 回「環境放射能」研究会, 

2013 年 2 月, 茨城県つくば市 
  西部北太平洋における海水中の放射性セシウム濃度分布 - KOK 航海および KH-12-4 

航海 -, 第１４回「環境放射能」研究会, 2013 年 2 月, 茨城県つくば市 
  チャクチ海の生物学的ホットスポットにおける物理・化学環境, 2013 年度日本海洋学会

春季大会, 2013 年 3 月, 東京都品川区 
  福島沖の放射性物質に対する 1 年間の領域海洋拡散シミュレーション, 2013 年度日本海

洋学会春季大会, 2013 年 3 月, 東京都品川区 
足立アホロ  An estimation of measurement error of polarimetric parameters obtained by the MRI 

C-band dual polarized radar, NOAA-OU workshop, 2012年 3 月, 米国, オクラホマ 
  レーダーシミュレーターによる偏波パラメタ計算結果のレーダー観測への応用（その３）

偏波レーダーによる豪雨をもたらす積乱雲の直前予測の可能性, 日本気象学会 2012 年度

春季大会, 2012 年 5 月, 茨城県つくば市 
  Detection of Potentially Hazardous Convective Cells with a Dual-Polarized C-band 

Radar, 8th International Symposimu on Tropospherc profiling, 2012 年 9月, イタリア, 
ラクイラ 

  気象観測の最前線－レーダーによる雨と風のリモートセンシング－, 日本地学オリンピ

ックとっぷレクチャー, 2013 年 3 月, 茨城県つくば市 
足立光司  カリフォルニアで採取された“すす粒子”の形態及び混合状態の日変化, 日本気象学会

2012 年度春季大会, 2012 年 5 月, 茨城県つくば市 
  透過型電子顕微鏡を用いた有機エアロゾル分析, 第 29 回エアロゾル科学・技術研究討論

会, 2012 年 8 月, 福岡県北九州市 
  大気すす粒子の三次元像と光学特性, 第 29 回エアロゾル科学・技術研究討論会, 2012 年

8 月, 福岡県北九州市 
  Mixing state of soot particles analyzed using transmission electron microscopy, AGU 
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2012 Fall Meeting, 2012 年 12 月, 米国, サンフランシスコ 
  Change of shape and composition of sea-salt aerosol particles in an urban 

atmosphere, Japan Geoscience Union Meeting 2012, May 2012, Makuhari, Chiba. 
  電子顕微鏡とイメージングプレートを用いた原発事故由来放射性物質の分析, 第１４回

「環境放射能」研究会, 2013 年 2 月 27 日, 茨城県つくば市 
足立恭将  気象研究所地球システムモデル（MRI-ESM1）, 日本気象学会 2012 年度春季大会, 2012

年 5 月, 茨城県つくば市 
  Present-day climate simulation and future projection by the global climate model 

MRI-CGCM3 and the earth system model MRI-ESM1, 3rd International Conference 
on Earth System Modelling, 2012年 9 月, ドイツ, ハンブルグ 

荒木健太郎  2011年4月25日に千葉県で発生した竜巻とその親雲のドップラーレーダー解析, 日本気

象学会 2012 年度春季大会, 2012 年 5 月, 茨城県つくば市 
  冬季日本海で発生する渦状擾乱の発達過程 －下部境界の影響の評価－, 日本気象学会

2012 年度春季大会, 2012 年 5 月, 茨城県つくば市 
  多次元ビン法雲微物理モデルの高速化, ワークショップ『降雪に関するレーダーと数値モ

デルによる研究(第 11 回)』, 2012 年 11 月, 新潟県長岡市 
  暴風雪をもたらすメソスケールの渦状擾乱の発達過程に関する数値解析, 日本地球惑星

科学連合 2012 年大会, 2012 年 5 月, 千葉県千葉市 
  環境省大気汚染物質広域監視システム「そらまめ君」の地上気象観測値の特性調査, 日本

気象学会 2012 年度春季大会, 2012 年 5 月, 茨城県つくば市 
  50m-NHM で再現された 2011 年 4 月 25 日千葉県の複数の竜巻の発達過程, 日本気象学

会 2012 年度秋季大会, 2012 年 10 月, 北海道札幌市 
  MRI 雲生成チャンバーを用いた多次元ビン法雲微物理モデルにおける拡散, 日本気象学

会 2012 年度秋季大会, 2012 年 10 月, 北海道札幌市 
  環境省大気汚染物質広域監視システム「そらまめ君」の地上気象観測値の特性調査（その

２）, 日本気象学会 2012 年度秋季大会, 2012 年 10 月, 北海道札幌市 
五十嵐康人  Radioactive strontium from the Fukushima Nuclear Power Plant accident observed 

at Tsukuba, Ibaraki, Japan, 日本地球惑星科学連合2012年度連合大会, 2012年5月, 千
葉県千葉市 

  Observation of atmospheric radioactivity in Tsukuba-Impacts on aerosol and 
deposition by the Fukushima nuclear accident, 日本地球惑星科学連合 2012 年度連合

大会, 2012 年 5 月, 千葉県千葉市 
  コメント「事故調査報告書を読む」, 日本気象学会 2012 年度春季大会, 2012 年 5 月, 茨

城県つくば市 
  茨城県つくば市で福島事故後に観測された人工放射能降下量, 日本気象学会 2012 年度春

季大会, 2012 年 5 月, 茨城県つくば市 
  つくばにおける大気放射能観測―福島事故による大気エアロゾル, 降下物の変動の実態, 

東京理科大新入生オリエンテーション講義, 2012 年 6 月, 千葉県千葉市 
  BC の電子顕微鏡観察, H24 年度環境省推進費アドバイザリーボード会合, 2012 年 6 月, 

東京都 
  エアロゾルに関する研究, NIMS 第７回放射線計測セミナー, 2012年6月, 茨城県つくば

市 
  福島事故による大気中の人工放射性核種の長期変動への影響, 第 29 回エアロゾル科学・

技術研究討論会, 2012 年 8 月, 福岡県北九州市 
  Aerosol research activity at the MRI, Japan, 第1回日中エアロゾルシンポジウム, 2012

年 9 月, 石川県金沢市 
  福島第一原子力発電所事故により大気中へ放出された人工放射性核種, 東京理科大学大

学院「大学院共通特別講座」, 2012 年 10 月, 東京都葛飾区 
  Observations of Atmospheric Radionuclides from the Fukushima Nuclear Accident in 

Tsukuba, Japan, 93rd A merican M eteorological Society Annual Meeting, 2013年1月, 
米国, オースティン 

  福島事故後のつくばにおける降下量, 大気中放射能濃度の推移, 第１４回「環境放射能」
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研究会, 2013 年 2 月, 茨城県つくば市 
石井雅男  An overview of the ocean CO2 increase in the western North Pacific subtropical and 

tropical zones, 2nd International Symposium Effects of Climate Change on the 
World’s Oceans, 2012 年 5 月, 韓国, ヨス市 

  Ocean acidification in the western Pacific sector of the Southern Ocean, The 18th 
International Symposium on Polar Sciences, 2012 年 5 月, 韓国, ソギポ市 

  Decadal Change in the Rate of Ocean Acidification in the Western Pacific Equatorial 
Zone, Third International Symposium on the Ocean in a High-CO2 World, 2012 年 9
月, 米国, モントレー 

石井正好  Near-Term Climate Prediction with MRI-CGCM3, 3rd International Conference on 
Earth System Modelling, 2012 年 9 月, ドイツ, ハンブルク 

  Detection and prediction of climate changes, International Conference on 
Sustainability Science in Asia 2013, 2013 年 2 月, オーストラリア, キャンベラ 

  海洋データに基づく水位変動の理解 , 2013 年度日本海洋学会春季大会, 2013 年 3 月, 東
京都品川区 

石橋俊之  Diagnosis of Data Assimilation Systems: Observation Impact Estimation, Error 
Covariance Matrix Optimization, and Analysis Error Estimation, 4th International 
Conference on Reanalyses, 2012 年 5 月, 米国, シルバースプリング 
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